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令
和
元
年
度
北
信
州
森
林
祭
が
六
月
十
五
日
に
、
中
野
市
間
山
の
晋
平
の
里
温

泉
公
園
「
ぽ
ん
ぽ
こ
の
湯
」
周
辺
山
林
等
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
の
中
で
北
信
州
林
業
賞
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
中
野
市
の
間
山
区
と
前
北

信
州
森
林
組
合
副
組
合
長
の
小
根
澤
庄
一
さ
ん
と
中
野
市
の
小
林
勇
生
さ
ん
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

間
山
区
は
、
森
林
確
認
作
業
を
は
じ
め
と
し
た
森
林
環
境
整
備
を
実
施
し
、
地

域
の
森
林
整
備
の
振
興
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

小
根
澤
さ
ん
は
、
森
林
組
合
副
組
合
長
を
務
め
、
森
林
組
合
業
務
を
通
じ
て
北

信
州
地
域
の
林
業
発
展
に
貢
献
さ
れ
、
中
野
市
更
科
地
区
に
お
い
て
、
更
科
地
区

森
林
整
備
団
地
設
立
協
定
の
締
結
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

北
信
州
森
林
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

◇ 

中
野
市
間
山
区
と
個
人
２
名
に
北
信
州
林
業
賞
を
授
与 

◇

小
林
勇
生
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
所
有
山
林
に
列
状
間
伐
を

導
入
し
、
先
進
的
な
取
組
の
普
及
を
さ
れ
る
と
と
も
に
、
公

共
建
築
物
に
間
伐
材
を
提
供
し
、
地
域
材
の
普
及
促
進
に
貢

献
し
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
北
信
林
業
振
興
会
長
の
竹
節
山

ノ
内
町
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
朝
か
ら
雨
が
降
る
天
候
と
な
り
ま
し
た
が
、
開

会
式
典
が
始
ま
る
と
雨
も
上
が
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
式
典
が
進

み
ま
し
た
。

今
年
は
天
皇
陛
下
御
即
位
記
念
植
樹
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
植
樹
指
導
は
長
野
県
林
業
士
の
職
員
二
名
が
行
い
ま
し

た
。植

栽
木
も
天
皇
陛
下
の
お
印
の
「
あ
ず
さ
」
と
皇
后
陛
下

の
お
印
の
「
ハ
マ
ナ
ス
」
と
「
八
重
桜
」
が
記
念
樹
と
し
て

植
え
ら
れ
ま
し
た
。

記
念
樹
の
他
に
は
、
式
典
会
場
に
隣
接
す
る
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
場
に
は
「
サ
ツ
キ
」
が
植
え
ら
れ
、
公
園
内
の
山
林
に

は
「
ク
ヌ
ギ
」
と
「
コ
ナ
ラ
」、「
カ
シ
ワ
」
が
植
え
ら
れ
ま

し
た
。

会
場
が
集
約
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
移
動
時
間
が
少

な
か
っ
た
た
め
か
、
植
栽
も
ス
ム
ー
ズ
に
終
わ
り
ま
し
た
。

昼
食
で
は
キ
ノ
コ
汁
が
振
舞
わ
れ
た
り
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
の
間
山
雲
井
太
鼓
の
演
奏
な
ど
た
い
へ
ん
賑
や
か
な
森
林

祭
と
な
り
ま
し
た
。

当
組
合
も
恒
例
の
売
店
を
出
し
ま
し
た
が
、「
お
や
き
」
と

「
笹
寿
司
」
は
完
売
と
な
り
、
そ
の
他
の
品
物
も
多
く
販
売

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

竹節北信林業振興会長から表彰状と記念品が授与されました。

ぽんぽこ温泉周辺で行われた開会式典の様子
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今
年
の
森
林
祭
は
天
皇
陛
下
の
御
即
位
と
と
も
に
、
元
号
が
変
わ
り
令
和
元
年
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
参
加
し
た
緑
の
少
年
団
（
中
野
市
五
団
、
山
ノ
内
町
一
団
、

飯
山
市
一
団
、木
島
平
村
一
団
、野
沢
温
泉
村
一
団
、栄
村
一
団
）
で
サ
ツ
キ
百
本
を
使
っ
て
、

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
の
コ
ー
ス
横
の
斜
面
に
「
レ
イ
ワ
」
の
文
字
を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
も
、
他
所
に
規
模
の
大
き
な
コ
ー
ス
が
で
き
た
こ
と
か
ら
、
使
用

す
る
人
が
減
少
し
、
コ
ー
ス
内
の
樹
木
の
手
入
れ
も
滞
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
森
林
祭

に
合
わ
せ
て
、
コ
ー
ス
内
の
樹
木
の
手
入
れ
も
若
干
行
い
ま
し
た
の
で
、
以
前
よ
り
は
気

持
ち
よ
く
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
に
行
か
れ
た
際
は
、
ぜ
ひ
、
子
供
達
が
植
え
た
「
レ
イ
ワ
」
の
植
栽

を
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「お印（おしるし）」とは、日本の皇族が身の回りの品な
どに用いる徽章（きしょう）・シンボルマークのことです。

今回の森林祭では各２本が植えられました。

あずさ（梓）　別名　ミズメ
・天皇陛下のお印
・落葉の高木。樹高25ｍほどに。
・樹皮は剥がれやすく桜に似ている。
・樹液は爽やかなサロメチールの香りがする。

ハマナス
・皇后陛下のお印
・落葉の低木。樹高２ｍほどに。
・6～8月頃、枝先に紅色で直径6～8ｃｍの大形の花が
 1～3個開く

北信林業振興会では、各市町村で天皇皇后両陛下
の「お印」を植樹し、地域で天皇陛下の御即位をお祝
いする「天皇陛下御即位記念苗木寄贈事業」を行い
ます。

本事業では、来年の春になりますが、各市町村にお
印の木を２本ずつ寄贈することとしています。

令
和
（
レ
イ
ワ
）
元
年
の
記
念
植
樹

レ
イ
ワ
っ
て
読
め
ま
す
か
…
… 

緑
の
少
年
団
が
植
樹

「お印」の木の植栽

天皇陛下のお印「あずさ」の植栽の様子

皇后陛下のお印「ハマナス」の植栽の様子
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令和元年度安全大会を開催しました。
…６月28日にアップルシティなかので開催…

六
月
二
十
八
日
に
北
信
州
森
林
組
合
と
協
力
事
業
体
の
共
催
に
よ
る
安
全
大
会
を

「
ア
ッ
プ
ル
シ
テ
ィ
な
か
の
」
で
開
催
し
ま
し
た
。

来
賓
、
講
師
、
組
合
役
職
員
、
協
力
事
業
体
、
合
わ
せ
て
八
五
名
が
出
席
し
ま
し
た
。 

今
年
の
安
全
講
話
は
中
高
年
の
職
員
の
要
望
で
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

改
善
と
い
う
こ
と
で
、（
公
財
）
長
野
県
健
康
づ
く
り
事
業
団
か
ら
管
理
栄
養
士
の
小

林
さ
ん
を
派
遣
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
小
林
さ
ん
か
ら
「
未
来
形
の
食
事
で
内
臓
脂

肪
に
克
つ 
」
と
題
し
て
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
普
段
の
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
摂

取
す
る
カ
ロ
リ
ー
の
バ
ラ
ン
ス
、
食
習
慣
な
ど
か
ら
、
摂
取
す
べ
き
食
事
の
量
や
、
栄

養
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
昨
年
度
の
労
働
安
全
の
取
り
組
み
が
優
秀
で
あ
っ
た
作
業
班
と
協
力
事

業
体
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
利
用
事
業
班
と
北
信
木
材
生
産
セ
ン
タ
ー
（
協
）
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。 

そ
し
て
組
合
の
各
作
業
班
か
ら
の
安
全
宣
言
が
あ
り
、
ま
た
職
員
を
代
表
し
て
造
林

班
と
林
産
班
の
職
員
二
名
が
安
全
の
誓
い
を
行
い
ま
し
た
。

安
全
大
会
に
合
わ
せ
て
、
午
前
中
に
岳
南
広
域
消
防
組
合

か
ら
講
師
を
招
い
て
、
普
通
救
急
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
普
通
救
急
救
命
講
習
の
有
効
期
間
が
二
年
で

あ
る
た
め
、
隔
年
で
正
規
の
講
習
会
を
行
っ
て
い
る
も
の
で

す
。
本
講
習
に
つ
い
て
は
、
技
能
職
員
だ
け
で
は
な
く
業
務

課
職
員
も
受
講
し
て
い
ま
す
。
技
能
職
員
に
つ
い
て
は
、
翌

年
に
も
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
的
に
救
急
救
命
講
習
を
行
い
、
も

し
も
の
時
の
た
め
に
万
全
を
期
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、昼
食
後
か
ら
全
職
員
を
対
象
に
、歯
科
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
協
会
け
ん
ぽ
長
野
支
部
が
行
っ

て
い
る
講
習
会
で
、
長
野
県
歯
科
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー
か
ら

講
師
が
派
遣
さ
れ
る
も
の
で
す
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、『
Ｉ 

長
野
県
の
健
康
に
つ
い
て　

①
寿

命
と
健
康
課
題　

②
口
の
中
の
健
康
状
態
、
Ⅱ 

口
の
健
康

と
生
活
習
慣
病　

①
歯
周
病
と
は　

②
歯
周
病
と
生
活
習
慣

病
と
の
関
係
、
Ⅲ 

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
に
口
か
ら
で

き
る
こ
と 

』
に
つ
い
て
講
習
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
各
個
人
ご
と
に
簡
易
な
歯
周
病
検
査
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
四
日
以
上
休
業
な
し
、更
な
る
取
組
み
を
誓
う

よ
り
一
層
の
労
働
安
全
活
動
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

救急救命講習と歯科セミナーを開催
…協会けんぽの講習会を実施…

普通救急救命講習の様子

歯科セミナーの様子

長野県健康づくり事業団管理栄養士の小林さんによる講演

表彰を受ける北信木材生産センターさん
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24
時
間
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
中
澤
木
材
に
移
動
し
内
装
用

羽
目
板
製
材
の
見
学
を
行
い
、
森
林
か
ら

木
材
が
生
産
さ
れ
材
木
に
な
る
ま
で
を
学

習
し
ま
し
た
。

そ
し
て
八
月
三
日
に
は
、
枠
組
み
の

出
来
た
下
駄
箱
に
板
を
張
る
作
業
と
塗

装
を
児
童
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
関
係
者
等

二
百
三
十
名
が
参
加
し
て
行
い
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
信
州
で
は
二
日
間
の
イ
ベ
ン
ト

を
撮
影
し
、
今
年
の
24
時
間
テ
レ
ビ
の
中

で
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
終
的
に
補
正
と
再
塗
装
を
施
し
て
納

品
と
な
り
ま
し
た
が
、
高
社
山
の
麓
に
あ

る
四
校
が
統
合
し
て
で
き
る
高
社
小
学
校

で
、
高
社
山
の
木
材
に
囲
ま
れ
た
中
で
、

子
供
た
ち
が
の
び
の
び
と
育
っ
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

令
和
二
年
度
に
中
野
市
北
部
の
四
小
学
校
が

統
合
し
高
社
小
学
校
と
な
り
ま
す
。
現
在
、
高

社
小
学
校
の
開
校
に
向
け
平
岡
小
学
校
校
舎
の

改
修
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
組
合
で
は
、
中
野
市
教
育
委
員
会
か
ら
昇

降
口
用
の
木
製
下
駄
箱
を
受
注
し
八
月
に
納
品

し
ま
し
た
。
こ
の
下
駄
箱
は
、
地
域
の
木
材
で

製
作
し
た
も
の
で
、
統
合
後
の
児
童
四
百
四
十

人
が
使
用
す
る
も
の
で
す
。
夏
休
み
を
利
用
し

て
、
既
存
の
ス
チ
ー
ル
下
駄
箱
の
撤
去
か
ら
新

品
の
設
置
ま
で
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
製
作
過
程
で
は
教
育
委
員
会
の
要
請

で
、
児
童
が
参
加
し
て
の
板
張
り
と
塗
装
等
の

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
校
舎
改
修
工
事
で
は
、
各
教
室
の
内
装

木
質
化
が
行
わ
れ
て
お
り
、
統
合
小
学
校
の
校

名
と
な
っ
た
高
社
山
の
カ
ラ
マ
ツ
の
羽
目
板
が

使
わ
れ
ま
す
。

当
組
合
で
は
、
中
野
市
高
社
山
四
区
共
有

林
運
営
委
員
会
か
ら
施
業
委
託
を
受
け
、
約

五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
カ
ラ
マ
ツ
林
で
搬
出
間
伐
を

行
い
、
丸
太
を
地
元
の
中
澤
木
材
に
納
品
し
ま

し
た
。

こ
の
搬
出
間
伐
に
当
っ
て
は
、
森
林
か
ら
木

材
が
生
産
さ
れ
出
荷
さ
れ
る
ま
で
の
過
程
を
、

テ
レ
ビ
信
州
で
動
画
に
編
集
し
、
七
月
二
十

日
の
イ
ベ
ン
ト
で
四
校
の
児
童
に
組
合
職
員
が

講
師
と
な
り
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場

で
は
テ
レ
ビ
信
州
に
よ
る
木
工
教
室
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

中
野
市
統
合
小
学
校
用
の
昇
降
口
下
駄
箱
を
納
品

…
令
和
元
年
度
子
ど
も
の
居
場
所
木
質
空
間
整
備
事
業
…

地元の製材工場で製材の見学をしました。24時間テレビで紹介されました。

高社小学校の木製下駄箱

児童・ＰＴＡが板張りと
塗装を体験しました。

森林組合職員が講師となり、
伐採から出荷までを説明しました。

※昨年、中野市高社山四区共有林とテレビ信州で『森林の里親契約』が結ばれました。今回、里親活動の一環としてテレビ信州がイベントへの協力支援を行っています。

板に押されたテレビ信州
のマイチャンの焼印
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ヒメギフチョウ シラネアオイ

モリアオガエル

ギフチョウ

ユキツバキ

冬の黒岩山

秋の黒岩山

ササユリ

カタクリ

森林経営管理制度が始まりました。
森林経営管理制度（新たな森林管理システム）とは
　民有林のうち、現に経営管理が行われていない森林（人工林・育成天然林）について、市町村が森林所有者の委
託を受け経営管理することや、『意欲と能力のある林業経営者』に再委託することにより、林業経営の効率化と森林
の管理の適正化を促進する制度です。　　　※育成天然林とは人為施業が行われた天然林。

　森林経営管理制度は上記の図にあるように、これまでの制度（森林組合が行っている集約化施業等）に加えて、
新たに市町村が森林所有者から委託されて森林経営管理を行うものです。市町村では委託された森林について、林
業経営に適した森林（木材生産可能な森林）は『意欲と能力のある林業経営者』に数十年の契約期間で再委託し、
再委託を受けた事業者は契約期間中に木材生産から造林、保育といった経営管理を行い、期間満了後に木材販売代
金について作業経費や管理経費を差引し、精算金を市町村と森林所有者に還元することとされています。再委託さ
れた森林の造林・保育といった作業は、国・県の森林造成補助金の対象となります。
　林業経営に適さない森林については市町村が経営管理を行います。そして経営管理（境界明確化・切捨て間伐等）
の費用には『森林環境譲与税』が充てられることになっています。ただし、『森林環境譲与税』が入れられた森林は、
国・県の森林造成補助金の対象から外れます。後に市町村管理から外したとしても、補助金対象とはなれません。

①北信州森林組合の状況
　当組合では、組合中期計画により管内一円で計画的に境界明確化と集約化を進めており、搬出間伐を計画的に実
施しています。（搬出間伐では作業完了後に補助金申請をし、受領後に精算をしています。）このため、現状では市
町村から森林経営管理を再委託されても、それを担う労力があるかが課題となっています。

②意欲と能力のある林業経営体
　「意欲と能力のある林業経営者」には『（1）経営関係を効率的かつ安定的に行う能力を有すると認められること　

（2）経営管理を確実に行うに足りる経理的な基礎を有すると認められること』といった国・県が定めた要件があり、
県に申請して認定されなければなりません。（現在、申請中です。）
　当組合管内では、当組合以外に申請する事業者はいないようですので、当組合管内では当組合だけが『意欲と能
力のある林業経営体』となりそうです。
　そのため、市町村において森林経営管理を行っていただいても、再委託を受けられる者が当組合しかいない状況
であります。また、現状でも当組合が集約化施業を計画的に進めておりますので、市町村において森林経営管理を
急いで進めなくても良い状況と考えています。

※市町村に経営管理を委託した場合であっても、更に市町村が自ら管理する場合でも、固定資産税は課税されます。

経営管理が行われていない森林について
市町村が仲介役となり森林所有者と担い手と繋ぐシステムを構築

意欲と能力のある
林業経営者

市町村が自ら管理市町村森林所有者

経営管理を
再委託

意向を
確認

経営管理を
委託

※所有者不明森林へも対応

これまでは森林所有者自ら、
又は民間事業者に委託し経営管理

新たな制度を追加
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ユキツバキ
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秋の黒岩山
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日
本
有
数
の
豪
雪
地
帯
、
長
野
県
北
部
の
関
田
山
脈

に
位
置
す
る
黒
岩
山
は
、
山
自
体
が
天
然
記
念
物
に
指
定

（
１
９
７
１
・
昭
和
四
六
年
）
さ
れ
て
い
ま
す
。

雪
解
け
の
春
、
ユ
キ
ツ
バ
キ
が
美
し
く
咲
き
誇
り
、
山

頂
に
あ
る
湖
沼
で
は
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
が
産
卵
期
を
迎
え

る
。
カ
タ
ク
リ
・
ス
ミ
レ
の
花
が
山
全
体
を
覆
い
尽
く
し
、

そ
の
蜜
を
求
め
て
「
春
の
女
神
」
と
も
呼
ば
れ
る
ギ
フ
チ
ョ

ウ
・
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
が
空
を
舞
う
。
ま
さ
に
自
然
の
宝

庫
で
す
。

本
来
、
ギ
フ
チ
ョ
ウ
と
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
は
生
育
環
境

が
異
な
っ
て
い
ま
す
。
ギ
フ
チ
ョ
ウ
は
西
日
本
側
で
、
反

対
に
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
は
東
日
本
側
に
生
息
し
て
い
ま

す
。
黒
岩
山
が
こ
の
二
つ
の
蝶
の
混
棲
地
に
な
っ
て
い
る

の
は
、
ち
ょ
う
ど
気
候
条
件
の
境
目
に
当
た
っ
て
い
る
か

ら
で
す
。

気
候
条
件
の
境
目
に
当
た
る
か
ら
こ
そ
動
植
物
が
多
く

存
在
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
指
定
の
理
由
で
す
。

黒
岩
山
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
ギ
フ
チ
ョ
ウ
属
は
現
在
、

絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。
以
前
は
村
人
が
燃
料
を

確
保
す
る
た
め
、
山
に
分
け
入
り
適
度
に
間
伐
し
て
い
た

の
で
す
が
、
燃
料
が
石
油
・
ガ
ス
に
な
り
、
薪
作
り
や
炭

焼
き
の
必
要
が
な
く
な
り
、
山
が
放
置
さ
れ
た
た
め
雑
木

が
生
い
茂
り
、
日
の
当
た
る
こ
と
を
好
む
カ
ン
ア
オ
イ
や

ウ
ス
バ
サ
イ
シ
ン
な
ど
の
蝶
の
食
草
や
、
吸
密
植
物
で
あ

る
カ
タ
ク
リ
や
ス
ミ
レ
が
生
育
出
来
な
く
な
っ
た
こ
と
が

理
由
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
０
３
年
に
地
元
の
有
志
ら
で
「
黒
岩
山
保
全
協
議

会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

放
置
さ
れ
て
生
い
茂
っ
た
雑
木
林
を
間
伐
や
刈
り
払
い

を
し
、
林
床
に
日
が
差
し
込
む
明
る
い
林
を
作
り
、
カ
タ

ク
リ
や
ス
ミ
レ
属
の
増
殖
を
促
し
、
健
全
な
自
然
環
境
を

取
り
戻
す
べ
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
人
間
も
自
然
の
中
で
お
互
い
支
え
合
っ
て
生
き
て
い

る
。
そ
の
大
き
な
い
の
ち
の
営
み
の
な
か
で
生
き
て
い
る

こ
と
を
大
切
に
し
た
い
」
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

地
域
山
林
の
紹
介
⑭

天
然
記
念
物
黒
岩
山
保
全
協
議
会（
飯
山
市
）

華
麗
な
チ
ョ
ウ
が
消
え
た
山

経営管理が行われていない森林について
市町村が仲介役となり森林所有者と担い手と繋ぐシステムを構築

意欲と能力のある
林業経営者

市町村が自ら管理市町村森林所有者

経営管理を
再委託

意向を
確認

経営管理を
委託

※所有者不明森林へも対応

これまでは森林所有者自ら、
又は民間事業者に委託し経営管理

新たな制度を追加



け
受
枝
・
芯
き
剥

。
た
し
ま
し
定
改
格
価

◆

　ス
ギ
材
の
掲
示
板

　◆

剥き芯

現行価格 改定価格

 １５０円　　⇒ １６０円

枝受け

現行価格 改定価格

 ７５円　　⇒ ８０円

間
伐
材
新
商
品
紹
介

 本　　　所
 〒383-0061 中野市大字壁田938番地1
 TEL 0269-38-0371（代）
 FAX 0269-23-5350

 利用事業室
 〒389-2255 飯山市大字静間383番地14
 TEL 0269-62-8111
 FAX 0269-67-0120

編集後記
時代も令和となり、最初の森林祭で天皇皇后両陛

下のお印の木を植樹しました。天皇陛下のお印の梓

については、神社等からの注文が多いそうです。皆

さんで梓の苗木を希望される時は、早めにご相談く

ださい。入手まで時間がかかるようです。

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
目
立
て
動
画
　
視
聴
回
数
が
20
万
回
を
超
え
ま
し
た
。

平岡小学校に設置されたスギ材の掲示板

ス
ギ
の
間
伐
材
で
掲
示
板
を
作
製
し
ま
し
た
。

中
野
市
か
ら
地
域
材
で
の
掲
示
板
作
製
依
頼
を
受
け
て
製
作
し

た
も
の
で
、
平
岡
小
学
校
に
三
基
を
納
品
し
ま
し
た
。

今
回
納
品
し
た
物
は
、
縦
84
㎝
、
横
１
ｍ
80
㎝
の
大
き
な
物
で
、

価
格
は
消
費
税
込
み
で
五
万
四
千
円
に
な
り
ま
す
。

サ
イ
ズ
及
び
価
格
に
つ
き
ま
し
て
は
、
注
文
に
応
じ
て
製
作
し

ま
す
の
で
、
ご
依
頼
の
際
に
お
見
積
も
り
い
た
し
ま
す
。

学
校
や
公
民
館
、
集
会
所
等
で
ご
入
用
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

十
月
一
日
か
ら
消
費
税
引
き
上
げ
に
と
も
な
い
、

剥
き
芯
と
枝
受
け
の
販
売
価
格
を
左
表
の
と
お
り
改

定
し
ま
し
た
。

剥
き
芯
は
十
円
引
き
上
げ
の
百
六
十
円
に
、
枝
受

け
は
五
円
引
き
上
げ
の
八
十
円
と
な
り
ま
す
。

た
い
へ
ん
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

北
信
州
森
林
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
を
使
っ
て
動
画
配
信
し
て
い
る
『
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
目
立
て
の
方
法
』
が
九
月
初
旬
に
視
聴
回
数
が

二
十
万
回
を
超
え
ま
し
た
。
平
成
二
十
七
年
二
月
に

掲
載
し
て
か
ら
四
年
六
カ
月
で
す
が
、
毎
日
百
二
十

回
程
度
の
視
聴
が
あ
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

多
く
の
森
林
組
合
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
特
に
多
く
閲
覧
さ
れ
て
い

る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

動
画
で
は
、
十
四
分
に
わ
た
っ
て
、
目
立
て
の
仕

方
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
、
実
演
し
て
い
ま
す
の

で
、
目
立
て
で
困
っ
た
際
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。


